
  

2008年度入学生向けカリキュラムの概要 

 

１．普遍教育科目 

 普遍教育科目は、「共通基礎科目」と「普遍科目」に区分されます。 

１）共通基礎科目 

共通基礎科目には以下の区分があり、卒業に必要な単位数が学科ごとに定められています。 

  （2008年度入学生は各学科とも単位数に変わりはありません） 

区  分 園芸学科 応用生命化学科 緑地環境学科 食料資源経済学科 

外
国
語
科
目 

英 語 
６単位以上 

８単位まで 

６単位以上 

８単位まで 

６単位以上 

８単位まで 

６単位以上 

８単位まで 

初修外国語 

(英語以外の外国語) 
０～４単位まで ０～４単位まで ０～４単位まで ０～４単位まで 

情報リテラシー科目 ２単位 ２単位 ２単位 ２単位 

スポーツ・健康科学科目 １～２単位まで １～２単位まで １～２単位まで １～２単位まで 

  

２）普遍科目 

普遍科目には以下の区分があり、卒業に必要な単位数が学科ごとに定められています。 

  （2008年度入学生は各学科とも単位数に変わりはありません） 

区  分 園芸学科 応用生命化学科 緑地環境学科 食料資源経済学科 

教養コア科目 ６単位 ６単位 ６単位 ６単位 

教養展開科目 

１２単位以上 

１７単位まで 

１２単位以上 

１７単位まで 

１２単位以上 

１７単位まで 

１２単位以上 

１７単位まで 

個別科目 

＊ただし、以下に示した①～④の授業

科目も個別科目として履修できる。 

①各学科が指定した専門基礎科目で、

履修基準を超えた分の授業科目 

②各学科が指定した専門基礎科目以

外の全学運営専門基礎科目 

③短期留学国際プログラム科目(各学

科４単位まで) 

④学部開放科目 

 

  各区分で定められた単位数を超えた分の単位数は、課程外単位（余剰単位）として扱われ、卒業

単位にはなりません。つまり、ただ単に普遍教育科目を合計 34 単位修得すればよいということで

はなく、各区分で定められた単位数を必ず修得して、合計が 34 単位になるようにする

専門基礎科目は、個別科目と全学運営の専門基礎科目のうち、各学科で指定されている授業科目

必要があり

ます。また、履修計画を立てる際には、受講した授業科目が不合格の場合を考慮して、必要単位数

よりも多めに履修するようにして下さい。なお、普遍教育科目の授業のほとんどは西千葉キャンパ

スで開講されますが、一部は松戸キャンパスでも開講されます。 

 

 

２．専門教育科目 

 専門教育科目は、「専門基礎科目」と「専門科目」に区分されます。 

 １）専門基礎科目（選択必修科目） 



  

の中から選択して、定められた単位数を履修しなければならない科目を指します。なお、専門基礎

科目区分の授業科目でも、学科で指定されていないものは専門基礎科目の単位としては認められず、

普遍科目のうちの個別科目の単位となります。 

 園芸学科 応用生命化学科 緑地環境学科 食料資源経済学科 

卒業に必要な単位数 １６単位 １２単位 １９単位 １４単位 

専門基礎科目として指定さ

れている授業科目名のリス

ト 

2008年度 

園芸学部履修案内 

11ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

16ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

20ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

25ページ 

 

 ２）専門科目 

専門科目は、「必修科目」、「選択必修科目」、「選択科目」に区分されます。 

  (1) 必修科目 

学科ごとに履修することが義務づけられた授業科目のことで、指定されている授業科目の 

すべてを修得する必要があります。 

 園芸学科 応用生命化学科 緑地環境学科 食料資源経済学科 

卒業に必要な単位数 １４単位 ３２単位 ３８単位 ４０単位 

必修科目として指定されてい

る授業科目名のリスト 

2008年度 

園芸学部履修案内 

11ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

16ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

20ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

25ページ 

 

  (2) 選択必修科目 

学科ごとに選択必修科目として指定されている授業科目の中から選択して、定められた単位数

を修得しなければならない授業科目のことをいいます。ただし、学科や専攻するプログラムごと

に以下のような規定があります。 

 園芸学科 応用生命化学科 緑地環境学科 食料資源経済学科 

卒業に必要な 

単位数 
２０単位 ２８単位 ２０単位 ８～１０単位 

規 定 

・ 専攻するプログ

ラムで選択必修科

目として指定され

ている科目から履

修する。 
 

特になし 

・ 専攻するプログ

ラムで選択必修科

目として指定され

ている科目から履

修する。 
・ 実習については

専攻するプログラ

ムごとに定められ

た単位数を履修す

る。 

・ フードシステム

学プログラムの学

生は10単位を修得

する。 

・ 資源環境経済学

プログラムの学生

は 8 単位を修得す

る。 

選択必修科目とし

て指定されている

授業科目名のリス

ト 

2008年度 

園芸学部履修案内 

11～13ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

16～17ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

20～21ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

25～26ページ 

  

 

   (3) 選択科目 

選択科目は、学科ごとに選択科目として認められている授業科目の中から選択して、学科ごと

に定められている単位数を修得する必要があります。 



  

 園芸学科 応用生命化学科 緑地環境学科 食料資源経済学科 

卒業に必要な 

単位数 
２６単位 １８単位 １３単位 ２８～３０単位 

規 定 

・ 専攻するプログラム

が選択科目として指

定した科目から履修

する。 

・ 専攻するプログラム

が指定した選択必修

科目のうち履修基準

単位数を超えて履修

した科目（専門基礎

科目の余剰単位は専

門科目として認めら

れない）。 

・ 応用生命化学科選択

科目 

・ 応用生命化学科の選

択必修科目のうち履

修基準単位数を超え

て履修した科目（専

門基礎科目の余剰単

位は専門科目として

認められない）。 

・ 他学科専門科目 

・ 他学部開放科目 

・ 専攻するプログラム

が選択科目として指

定した科目から履修

する。 

・ 専攻するプログラム

が指定した選択必修

科目のうち履修基準

単位数を超えて履修

した科目（専門基礎

科目の余剰単位は専

門科目として認めら

れない）。 

① フードシステム学プ

ログラムの学生は 28単

位を修得する。 

② 資源環境経済学プロ

グラムの学生は 30単位

を修得する。 

・ 食料資源経済学科選

択科目 

・ 指定された他学科開

放科目 

・ 法経学部経済学科科

目（専門基礎として

指定された 3 科目を

除く） 

選択科目として指

定されている授業

科目名のリスト 

2008年度 

園芸学部履修案内 

11～13ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

17ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

21～22ページ 

2008年度 

園芸学部履修案内 

25～26ページ 

 

   (4) 自由選択科目 

選択科目は、学科ごとに選択科目として認められている授業科目の中から選択して、学科ごと

に定められている単位数を修得する必要があります。 

 園芸学科 応用生命化学科 緑地環境学科 食料資源経済学科 

卒業に必要な 

単位数 
１４単位 ０単位 ０単位 ８単位 

規 定 

・ 選択必修科目及び選択

科目のうち各々の履修

基準単位数を超えて履

修した科目 

・ 専門科目に記載されて

いない園芸学部他学科

科目 

・ 他学部の学部開放科目 

  特になし   特になし 

・ 選択科目のうち履修基

準単位数を超えて履修

した科目（専門基礎科目

の余剰単位は専門科目

として認められない） 

・ 園芸学部他学科科目 

・ 法経学部の学部開放科

目 

選択科目として指

定されている授業

科目名のリスト 

2008年度 

園芸学部履修案内 

13ページ 
  

2008年度 

園芸学部履修案内 

26ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．年次ごとの履修例 

 

 千葉大学では普遍教育科目と専門教育科目を４年間かけて履修することになっていますが、普遍教



  

育科目のほとんどが開講される西千葉キャンパスは、専門教育科目のほとんどが開講される松戸キャ

ンパスから離れているため、だいたい次のように履修していくことになります。 

 

 園芸学科 応用生命化学科 緑地環境学科 食料資源経済学科 

１ 

年 

次 

【西千葉キャンパス】 
普遍教育科目、専門基礎科目 

 植物生理学 

 （教員免許状・学芸員資

格関係科目） 

【松戸キャンパス】 

 園芸学セミナー 

 農場実習Ⅰ〔センター〕 

 情報リテラシー 

（生物学Ｉ、生物学Ⅱ） 

（基礎化学 A、基礎化学 B） 

【西千葉キャンパス】 

普遍教育科目、専門基礎科目 

 生命技術者倫理 

 （教員免許状・食品衛生管

理者、危険物取り扱い者資格

関係科目） 

【松戸キャンパス】 

 応用生命化学セミナー 

 情報リテラシー 

（基礎化学 A、基礎化学 B） 

（生物学Ｉ、生物学Ⅱ） 

【西千葉キャンパス】 

普遍教育科目、専門基礎科目 

 （教員免許状・学芸員資格

関係科目） 

【松戸キャンパス】 

 緑地環境学セミナー 

 情報リテラシー 

（生物学 I） 

 

 

 

【西千葉キャンパス】 
普遍教育科目、専門基礎科目 

（教員免許状・学芸員資格

関係科目） 

【松戸キャンパス】 
食料資源経済学セミナー 

情報リテラシー 

農業経済学概論 

 農場実習(基礎コース) 

〔センター〕 

２ 

年 

次 

【松戸キャンパス】 

 専門科目《おもに必修》 

 普遍教育科目《英語》 

 （専門基礎科目） 

【西千葉キャンパス】 

(教員免許状・学芸員資格

関係科目) 

※前期の間に専攻するプロ

グラムを決定し、後期より

プログラムへ。 

【松戸キャンパス】 

 専門科目《おもに必修》 

 普遍教育科目《英語》 

（専門基礎科目） 

 

【西千葉キャンパス】 

(教員免許状・食品衛生管

理者、危険物取り扱い者資格

関係科目など) 

  

 

 

 

【松戸キャンパス】 

 専門科目《おもに必修》 

 普遍教育科目《英語》 

 （専門基礎科目） 

【西千葉キャンパス】 

(教員免許状・学芸員資格

関係科目) 

※環境健康学プログラムを

除き、前期末に選択プログラ

ムを決定。環境健康学プログ

ラム希望者は３年前期まで

他のプログラムを履修。 

 

【松戸キャンパス】 

 専門科目《おもに必修》 

 普遍教育科目《英語》 

 （専門基礎科目） 

 農場実習(充実コース) 

〔センター〕 

【西千葉キャンパス】 

(教員免許状・学芸員資

格関係科目) 

 

 

３ 

年 

次 

【松戸キャンパス】 

 専門科目《分属するプロ

グラム関連科目を中心》 

※前期の間に専攻する分

野・教員を決定。 

 後期より専攻した分野・

教員のもとで実験等。 

【松戸キャンパス】 

 専門科目《分属するプログ

ラム関連科目を中心》 

※前期の間に専攻する教員

を決定。 

 後期より専攻した教員の

もとで実験等。 

【松戸キャンパス】 

専門科目 

※環境健康学プログラム

【松戸キャンパス】 

 専門科目《専攻プログラ

ム関連科目を中心》 

※前期の間に専攻する教

員を決定。 

 後期より専攻した教員

のもとでセミナー等。 

： 

 前期の間に選択を決定。 

 

 

 

４ 

年 

次 

【松戸キャンパス 

〔柏キャンパス〕】 

 専攻研究 

＜セミナー、卒業研究＞ 

【松戸キャンパス】 

 専攻研究 

＜セミナー、卒業研究＞ 

 

【松戸キャンパス】 

 専攻研究 

＜セミナー、卒業研究＞ 

 

【松戸キャンパス】 

 専攻研究 

＜セミナー、卒業研究＞ 

 

 

 


